
 

 

表 3 ACR に登録されるプロジェクトに求められるセーフガード要件 

要件 
プロジェクト 

レベル 

準国 

レベル 

以下の既存枠組みのいずれかもしくはその他 ACRが承認した実用的な

基準を満たすこと。計画書に明記の上、妥当性確認・検証を受けること。 

� International Finance Corporation (IFC), Sustainability Framework & 

Performance Standards 

� World Bank, World Bank Safeguards Policies 

� Climate, Community and Biodiversity Alliance Project Design Standards 

(CCBS) 

○ ○ 

以下の既存枠組みのいずれかの基準との適合性を示すこと。 

� UN-REDD Programme, Social and Environmental Principles and Criteria 

(SEPC) 

� FCPF, Strategic Environmental & Social Assessment (SESA) and 

Environmental and Social Management Frameworks (ESMF) 

� REDD+ Social & Environmental Standards Initiative (REDD+ SES) 

－ ○ 

ACRとして追加的に、以下の 3点を要件とする。 

� FPIC：全てのプロジェクトは、先住民族に対する FPIC を証明しな

ければならず、また同意が得られたか否かに関わらず、決定を尊

重・支持しなければならない 

� Relocation：ACR は、自発的か否かに関わらず、対象地を移転した

プロジェクトを登録しない 

� Impacts：性別の平等、完全かつ透明な利益配分、社会・経済的幸福

の強化、生物多様性及びその他の生態系サービスの強化を含む社

会・環境便益を実証するために、プロジェクトはこれらに対し害及

ぼしてはならない 

○ ○ 

（出典）ACR「American Carbon Registry Nested REDD+ Standard version1.0」（2012年） 

  


